キーストン・シンポジア「がん代謝理解の最先端」に参加して by 村中 勇人











“New Frontiers in Understanding Tumor Metabolism”に
参加して参りました。本学会は、Keystone Symposia 









　今回の学会は、Lewis C. Cantleyをはじめ、Tak W. 
























です。確かに、口頭発表ではATP citrate lyase (ACLY), 




　また、私は、“Cooperative roles of Rb and SREBP-1 in 
controlling fatty acid metabolism and carcinogenesis”と
いう演題で、ポスター発表を行いました。がん抑制遺伝
子Rbと代謝に関する発表は、私と指導教官の高橋智聡教
授の発表以外にはありませんでしたが、SREBP-1 に関す
る演題はいくつかあり、彼らと有意義な情報交換をする
ことができました。
　今回は冬のカナダへの出張でしたので、防寒対策のた
めたくさん衣類を持って行きましたが、意外に暖かく雪
も少なくて、防寒具をほとんど着ないまま持ち帰って来
ました。学会開催期間中は、学会会場のThe Fairmont 
Banff Springsに滞在しましたが、ヨーロッパの城館のよ
うなホテルで、窓からの眺望も素晴らしく、贅沢なひと
ときを過ごすことができました。また、午後に長い自由
時間が設けられている日があり、学会で初めて知り合っ
た方々と一緒にランチを食べながら話をしたり、近くの
山にゴンドラで上って頂上からの景色を眺めたり、バン
フの町でショッピングや散策をしたりと、つかの間の楽
しい時間でした。また、最終日の夜の夕食後には、ダン
スがあり、日本の学会とは違った独特の雰囲気を体験し
ました。
　最後になりますが、このような大変貴重な機会を与え
てくださいました文部科学省新学術領域研究「がん支援」
総括支援活動班事務局や国際交流委員会の方々、ならび
に高橋智聡教授をはじめとするがん進展制御研究所腫瘍
分子生物学研究分野の皆様、そして共同研究者の先生方
にこの場を借りて心より感謝申し上げます。
